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１. 開発目的

　生活習慣病は、そのまま放っておくと取り返しのつかない命に関わる重大な病気を引き起こす

原因となります。その代表として、血糖、中性脂肪、コレステロールを挙げることが出来ます。

これらの濃度を測定するためには、微生物の酵素が使われています。八田研究室では、TOYOBO

とともに高度好熱菌、サーマス 属のグリセロールキナーゼ（中性脂肪の定量に使われる、診断

薬酵素）の安定化を目的として遺伝子工学的改変を行ったので具体的には、下の図で説明します。
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　中性脂肪を加水分解して生じたグリセロールをグリセロールキナーゼで ATP と反応させグリセ

ロール３－リン酸にし、それをグリセロール３リン酸オキシダーゼで反応させ生じた H2O2を定量

します。グリセロールがグリセロールキナーゼで ATP と反応する場所は、アミノ酸の 268 番目の

システインの近傍にあります。（図１）臨床検査試薬は、液状で市販され使用されるために防腐

剤が入っています。サーマスの酵素は、保存性が良いのですがその防腐剤に対して不安定である

ため、遺伝子工学的手法を用いて 268 番目のシステインをアスパラギンに変換して防腐剤に耐性

のある酵素にする事が出来ました。（図２）
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　　　　図１. 酵素の立体構造                      図２. 安定性が高まった事を示す。
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